
郷
SHIMOGO

下

第116号

2026年８月

ふくしまデスティネーションキャンペーンに合わせて栃木県下今市駅と会
津若松駅を結ぶSLの特別運行があり、会津線を52年ぶりに運行、沿線には
県内外から多くの人が駆けつけました。�（写真撮影 会津下郷駅　6月27日)6月27日(土)・28日(日)

ＳＬの特別運行

下郷町

目
　
次

令和８年度６月会議
６月会議提出議案���������2

議案の審議���������� 3〜5

一般質問����������� 6〜9
「３人の議員が町政への質問」

議会topics� ��������10〜15

議会だよりギャラリー������ 16

議会だより



６
月
会
議
提
出
議
案

令和８年度 ６月会議

【議案】

○条例

　議案第１号　下郷町簡易給水施設設置条例の一部を改正する条例の設定について

○購入契約

　議案第２号　ＧＩＧＡスクール端末の購入契約について

○認定

　議案第３号　町道（姫川南原線）の路線認定について

○補正予算

　議案第４号　令和８年度下郷町一般会計補正予算（第１号）

　議案第５号　令和８年度下郷町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

　議案第６号　令和８年度下郷町介護保険特別会計補正予算（第１号）

　６月会議は６月８日から１２日までの５日間の会期で開かれた。

　今会議では専決処分の報告が８件あり、提出議案では条例改正１件、購入契約１

件、町道の路線認定１件、補正予算３件が審議され、全て可決された。

【報告】
報告第１号 下郷町税条例の一部を改正する条例の設定について

報告第２号 下郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の設定について

報告第３号
下郷町地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一課税

に関する条例の一部を改正する条例の設定について

報告第４号
福島県特定事業活動振興計画に基づく固定資産税の課税免除に関する条

例の一部を改正する条例の設定について

報告第５号 令和７年度下郷町一般会計補正予算（第９号）

報告第６号 令和７年度下郷町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

報告第７号 令和７年度下郷町一般会計の繰越明許費について

報告第８号 令和７年度下郷町簡易水道事業会計予算繰越計算書について
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議　
案　
審　
議

案 審議 議

1
高
度
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工

事
・
長
期
優
良
住
宅
の
定
義
に

つ
い
て
（
報
告
第
1
号
補
足
答

弁
）

高
度
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー

工
事
と
長
期
優
良
住
宅

の
中
身
に
つ
い
て
伺
う
。
（
星

邦
一
議
員
）

●
高
度
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事

手
す
り
設
置
・
段
差
解
消
に

と
ど
ま
ら
ず
、
高
齢
者
や
障

害
者
が
自
立
し
て
安
全
に
生

活
で
き
る
よ
う
、
住
宅
全
体

の
機
能
を
向
上
さ
せ
る
比
較

的
規
模
の
大
き
な
工
事

●
長
期
優
良
住
宅

建
築
基
準
法
等
に
定
め
ら
れ

た
劣
化
対
策
・
耐
震
性
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
性
な
ど
の
一
定

基
準
を
ク
リ
ア
し
た
住
宅

（
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
商
品

で
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が

あ
る
）

●
耐
震
改
修
の
特
例

現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す

る
工
事
、
一
定
額
以
上
の
工

事
費
、
改
修
後
に
建
築
士
の

証
明
を
受
け
て
い
る
も
の
な

ど
が
該
当
（
税
務
課
長
）

2
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

設
備
に
係
る
減
額
措
置
に
つ
い

て

長
期
譲
渡
所
得
の
適
用

に
つ
い
て
、
短
期
譲
渡

は
対
象
に
な
ら
な
い
の
か
。（
渡

部
哲
議
員
）

所
有
期
間
が
5
年
を
超

え
る
土
地
を
売
却
し
た

場
合
に
適
用
に
な
る
も
の
で
、

長
期
譲
渡
に
該
当
す
る
。
短
期

譲
渡
は
該
当
し
な
い
。
（
税
務

課
長
）

＊
短
期
譲
渡
所
得
：
売
却
年
の

1
月
1
日
時
点
で
所
有
期
間

が
5
年
以
下

＊
長
期
譲
渡
所
得
：
売
却
年
の

1
月
1
日
時
点
で
所
有
期
間

が
5
年
超

　
不
動
産
の
売
却
に
お
け
る
短

小中学校統合に向けた下郷中学校の耐力度調査委託料688万円、GIGAスクール端
末Chromebook264台（1,452万円）の購入契約、令和8年度一般会計・国保・介
護保険の補正予算、町道姫川南原線の路線認定など全議案を審議し、いずれも原案
通り可決した。

期
譲
渡
と
長
期
譲
渡
は
、
売
却

し
た
年
の
1
月
1
日
時
点
で
の

所
有
期
間
が
5
年
以
下
か
5
年

超
か
で
区
分
さ
れ
、
税
率
が
約

2
倍
異
な
る
。
（
短
期
譲
渡
の

税
率
39
・
63
％
、
長
期
譲
渡
の

税
率
20
・
3
1
5
％
）

3
職
員
退
職
等
に
よ
る
減
額
補

正
に
つ
い
て
（
報
告
第
5
号
・

第
6
号
専
決
処
分
報
告
）

職
員
の
給
与
関
係
（
総

務
費
・
教
育
費
）
が
減

額
さ
れ
て
い
る
理
由
は
？
（
星

和
志
議
員
）
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議　
案　
審　
議

案
第
2
号
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

端
末
購
入
契
約
）

機
種
選
定
の
理
由
、

2
6
4
台
の
算
定
根

拠
、
随
意
契
約
の
理
由
、
維
持

管
理
費
の
扱
い
に
つ
い
て
伺

う
。
（
星
和
志
議
員
）

●
機
種
選
定
・
随
意
契
約
の
理
由

福
島
県
の
共
同
調
達
（
県
内

緑
色
シ
ー
ト
…
防
草
シ
ー
ト
と

考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
な
用
途

に
つ
い
て
は
現
場
を
確
認
し
て

後
ほ
ど
報
告
す
る
。（
建
設
課
長
）

8
下
郷
中
学
校
の
耐
力
度
調
査

に
つ
い
て
（
議
案
第
4
号
令
和

8
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第

1
号
）

「
耐
力
度
調
査
等
業
務

委
託
料
（
6
8
8
万

4
千
円
）
」
の
調
査
目
的
・
項

目
・
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
学
校
あ

り
方
検
討
委
員
会
の
開
催
予
定

は
？
（
星
邦
一
議
員
、
猪
股
謙

喜
議
員
）

●
経
年
劣
化

全
体
的
な
老
朽
化
の
確
認

●
鉄
筋
の
腐
食
度

内
部
鉄
筋
の
サ
ビ
の
進
行
状

況
●
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化
深

さ
　
劣
化
の
進
行
深
度

退
職
等
に
よ
る
減
額
。

道
路
改
良
費
の
減
額
と

同
様
、
退
職
に
伴
う
人
件
費
の

整
理
に
よ
る
も
の
。（
総
務
課
長
）

4
鳥
獣
被
害
対
策
・
農
業
再
生

協
議
会
補
助
金
の
減
額
に
つ
い

て
（
報
告
第
5
号
専
決
処
分
報

告
）

農
業
振
興
費
の
鳥
獣
被

害
対
策
協
議
会
補
助

金
・
農
業
再
生
協
議
会
補
助
金

が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業

を
減
ら
し
た
と
い
う
こ
と
か
？

（
星
邦
一
議
員
）

協
議
会
自
体
の
事
業
や

予
算
を
減
ら
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
当
初
予
算
で
確
保

し
て
い
た
補
助
金
の
う
ち
、
一

年
間
の
申
請
・
交
付
を
経
て
最

終
的
に
残
額
と
な
っ
た
分
を
減

額
し
た
も
の
。
（
農
林
課
長
）

5
子
ど
も
子
育
て
支
援
交
付
金

の
減
額
に
つ
い
て
（
報
告
第
5

号 

専
決
処
分
報
告
）

GIGAスクール
端末購入内訳
（264台）児童生徒用

88.6％

予備機
11.4％

35
市
町
村
参
加
）
に
よ
る
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
最
優
秀
提
案

者
と
な
っ
た
株
式
会
社
エ
フ

コ
ム
と
契
約
す
る
た
め

●
2
6
4
台
の
算
定
根
拠

令
和
8
年
5
月
1
日
現
在
の

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数 

＋
予
備
機
30
台

●
維
持
管
理
費

維
持
管
理
保
守
費
は
別
途
町

の
予
算
で
計
上
（
教
育
次
長
）

7
町
道
の
路
線
認
定
（
姫
川
南

原
線
）
に
つ
い
て
（
議
案
第
3

号
町
道
路
線
認
定
）

道
路
用
地
の
境
界
杭
が

打
っ
て
あ
る
部
分
の
利

用
目
的
と
、
終
点
付
近
の
緑
色

シ
ー
ト
の
用
途
は
何
か
？
（
猪

股
謙
喜
議
員
）

用
地
買
収
…
水
路
関
係

等
の
協
議
に
よ
る
も
の

だ
が
、
個
人
情
報
に
関
わ
る
た

め
詳
細
は
控
え
る
。

民
生
費
の
国
庫
補
助
金

お
よ
び
県
補
助
金
（
子

ど
も
子
育
て
支
援
交
付
金
）
が

減
額
に
な
っ
た
理
由
を
伺
う
。

（
山
名
田
久
美
子
議
員
）

令
和
8
年
度
の
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
の
減

に
よ
り
、
国
と
県
の
補
助
金
が

減
額
と
な
っ
た
た
め
。
（
健
康

福
祉
課
長
）

6
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
端

末
の
購
入
契
約
に
つ
い
て
（
議
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議　
案　
審　
議

●
鉄
筋
の
か
ぶ
り
厚
さ

鉄
筋
を
保
護
す
る
コ
ン
ク
リ

ー
ト
厚

●
躯
体
の
状
態

ク
ラ
ッ
ク
（
ひ
び
割
れ
）
の

有
無

●
浮
動
沈
下
量

　
基
礎
地
盤
の
異
常
の
有
無

【
調
査
目
的
】

　
小
中
学
校
を
統
合
し
義
務
教

育
学
校
へ
再
編
す
る
に
あ
た

り
、
築
53
年
（
昭
和
47
・
48
年

建
設
）
の
下
郷
中
学
校
の
安
全

性
・
健
全
性
を
客
観
的
に
把
握

し
、
将
来
の
学
校
整
備
の
判
断

材
料
と
す
る
た
め
。

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

　
議
決
後
速
や
か
に
発
注
し
、

年
度
内
に
調
査
結
果
を
ま
と

め
、
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
（
7
月
開
催
予
定
）
で
報

告
・
検
討
し
て
い
く
予
定
。（
教

育
次
長
）

9
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

パ
ソ
コ
ン
端
末
修
繕
に
つ
い
て

（
議
案
第
4
号
令
和
8
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
第
1
号
）

端
末
の
購
入
時
期
・
当

時
の
金
額
、
修
繕
の
理

由
を
伺
う
。
（
猪
股
謙
喜
議
員
）

●
購
入
時
期

平
成
25
年
（
2
0
1
3
年
）

6
月

●
購
入
金
額

◦
一
式

　
1
5
0
万
1
，
5
0
0
円

●
経
過
年
数

　
約
13
年

●
修
繕
理
由

　
発
熱
等
に
よ
る
稼
働
不
安
定

●
修
繕
内
容

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
部
品
交

換
・
シ
ス
テ
ム
再
セ
ッ
ト
ア

ッ
プ

●
修
繕
費

　
30
万
6
千
円

　
（
健
康
福
祉
課
長
）

�
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
予

算
の
変
更
に
つ
い
て
（
議
案
第

4
号
令
和
8
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
第
1
号
）

人
事
異
動
が
多
数
あ
っ

た
が
、
一
般
会
計
の
人

数
や
給
料
等
の
予
算
は
ど
う
変

わ
っ
た
か
？
（
星
和
志
議
員
）

●
会
計
年
度
任
用
職
員

◦
当
初
予
算
：
57
名

　
本
会
議
で
正
式
に
委

員
会
付
託
さ
れ
た
後
で

あ
っ
た
た
め
、
議
長
会

へ
相
談
の
う
え
、
最
終

日
の
本
会
議
に
お
い
て

訂
正
の
手
続
き
を
と
り

ま
し
た
。
事
務
局
の
ミ

ス
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

�

（
議
会
事
務
局
長
）

◦
補
正
後
：
56
名

●
一
般
職
員
（
特
別
職
三
役
含

む
）

◦
当
初
予
算
：
84
名

◦
補
正
後
：
84
名
（
変
更
な
し
）

●
予
算
総
額

◦
当
初
予
算

変
更
な
し
（
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

等
な
し
）

◦
補
正
後

生
活
環
境
変
化
に
よ
る
微
増

減
の
み
（
総
務
課
長
）

�
陳
情
書
の
一
部
訂
正
手
続
き

に
つ
い
て
（
追
加
日
程
陳
情
第

1
号
一
部
訂
正
）

提
出
者
が
新
た
に
陳
情

書
を
出
し
直
す
の
が
筋

で
は
な
い
か
？
（
山
名
田
久
美

子
議
員
）経

緯
は
以
下
の
と
お
り
。

●
令
和
8
年
5
月
13
日

　
陳
情
者
が
陳
情
書
を
作
成

●
5
月
21
日

　
議
会
が
受
付

●
6
月
1
日

提
出
者
よ
り
「
訂
正
が
必

要
」
と
連
絡

●
6
月
4
日

議
会
運
営
委
員
会
（
事
務
局

が
訂
正
を
失
念
し
た
ま
ま
配

布
）

●
6
月
8
日

本
会
議
で
訂
正
前
の
陳
情
書

を
委
員
会
付
託

●
6
月
12
日

最
終
日
本
会
議
に
て
正
式
に

訂
正
手
続
き
山
路
を
登
り
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一
般
質
問

Ｐ９
星　　邦一
●未来ある生徒への投資による人口対策

●大松川地区のほ場整備事業について

Ｐ７
星　　和志
●ふるさと納税の現状と観光・農業資源を活かした

　今後の運用について

●雇用促進住宅計画地の放置と今後の活用対策について

Ｐ８
山名田　久美子
●公共施設への防犯カメラの設置について

●通学費の助成について

“一般質問”は、議員が町の行政全般について、事務の執行状況や将来の方針等を聞き、町

長などに所信や疑問をただすことで、報告や説明を求めることです。

スマートフォンで右のQRコードを読み込むと今までの会議録

を読む事ができます

6月会議では、 3人の議員が 6件の

一般質問を行い、活発な議論を展開

しました。

7ページより、質問した順に代表す

る質問の一般質問を要約してお知ら

せします。

一 般 質 問
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一
般
質
問

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と

観
光
農
業
資
源
を
生
か
し

た
今
後
の
運
用
に
つ
い
て
、
な
ぜ

下
郷
町
の
受
入
額
が
低
迷
し
て
い

る
の
か
、
そ
の
原
因
と
改
善
策
は

何
か
。

返
礼
品
数
が
少
な
い
こ
と

が
主
な
要
因
で
あ
る
。
毎

年
度
広
報
等
に
よ
る
返
礼
品
提
供

事
業
者
の
募
集
や
職
員
に
よ
る
直

接
訪
問
交
渉
を
行
っ
て
い
る
が
、

提
供
事
業
者
の
応
募
が
少
な
い
の

が
現
状
だ
と
答
弁
し
た
。
ま
た
、

令
和
5
年
度
か
ら
電
子
ク
ー
ポ
ン

を
返
礼
品
と
す
る
現
地
決
済
型
ふ

る
さ
と
納
税
を
開
始
し
た
が
、
現

金
決
済
の
み
の
店
舗
が
あ
り
寄
付

が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

現
地
で
の
P
R
、
体
験
型

返
礼
品
の
充
実
、
目
標
数

値
の
設
定
に
つ
い
て
具
体
的
な
計

答弁

ふるさと納税の現状と観光・
� 農業資源を活かした今後の運用について

返礼品充実と事業者連携により、
� 受け入れ額の段階的な増加を推進

質問

星　　和志　議員
kazushi  hoshi

答
弁 雇

用
促
進
住
宅
計
画
地
の
放
置
と
今
後
の
活

用
対
策
に
つ
い
て

消
防
署
改
築
、
学
校
統
合
な
ど
複
数
の
起
債
計

画
が
あ
る
中
、
土
地
活
用
の
基
盤
整
備
は
課
題

雇
用
促
進
住
宅
計
画
は
現

在
の
町
の
実
態
に
合
っ
て

い
る
か
。現

在
の
就
労
状
況
や
雇
用

の
場
の
現
状
か
ら
鑑
み
る

と
、
こ
の
事
業
制
度
に
は
そ
ぐ
わ

な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
国

の
行
政
改
革
に
伴
い
雇
用
促
進
住

宅
整
備
事
業
は
廃
止
さ
れ
て
お

り
、
今
後
は
定
住
促
進
住
宅
整
備

や
宅
地
分
譲
整
備
が
考
え
ら
れ
る
。

自
然
転
圧
期
間
を
過
ぎ
た

土
地
の
現
状
と
安
全
性
管

理
に
つ
い
て
。

質
問

画
は
。

電
子
ク
ー
ポ
ン
に
つ
い
て

は
対
応
施
設
を
増
や
す
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
体
験
型
返
礼

品
に
つ
い
て
は
ガ
ル
テ
ン
な
ど
を

利
用
し
た
体
験
か
ら
始
め
る
こ
と

を
提
案
し
た
。
目
標
数
値
に
つ
い

て
は
、
相
手
が
い
る
こ
と
な
の
で

決
め
ら
れ
な
い
と
し
、
令
和
7
年

度
の
1
3
0
0
万
円
以
上
を
目
指

す
。

金
子
牧
場
の
ヨ
ー
グ
ル
ト

の
現
状
と
生
産
量
に
つ
い

て
。

金
子
牧
場
に
つ
い
て
企
画

の
見
直
し
や
チ
ー
ズ
の
素

晴
ら
し
さ
の
研
究
が
必
要
で
あ

り
、
助
成
金
を
使
っ
た
支
援
や
新

商
品
開
発
の
重
要
性
を
述
べ
た
。

ま
た
、
牛
肉
の
提
供
可
能
性
に
つ

い
て
も
金
子
さ
ん
と
話
し
合
っ
た

こ
と
が
あ
る
。

米
の
定
期
便
サ
ブ
ス
ク
リ

プ
シ
ョ
ン
返
礼
品
の
戦
略

的
売
り
込
み
に
つ
い
て
。

湯
川
村
が
米
で
約
1
億
か

ら
2
億
円
の
返
礼
品
実
績

軟
弱
な
地
盤
で
あ
っ
た
た

め
養
成
期
間
が
長
い
ほ
ど

地
盤
の
安
定
性
が
向
上
す
る
と
説

明
し
、
定
期
的
な
除
草
と
現
場
の

安
全
確
認
を
行
っ
て
お
り
、
特
段

の
地
盤
劣
化
や
周
辺
環
境
へ
の
影

響
は
確
認
し
て
い
な
い
。

土
地
の
有
効
活
用
に
お
け

る
補
助
金
返
還
リ
ス
ク
の

ク
リ
ア
方
法
に
つ
い
て
。

補
助
事
業
で
行
う
以
外
に

な
い
が
、
現
在
町
で
は
消

防
署
改
築
、
環
境
衛
生
施
設
、
会

津
鉄
道
、
統
合
中
学
校
な
ど
多
く

の
起
債
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
財

政
的
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
ま

ず
は
道
路
、
水
道
、
排
水
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
行
い
、
い
つ
で
も
対

応
で
き
る
状
態
に
す
る
。

が
あ
る
こ
と
を
例
に
挙
げ
、
農
協

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
の
重
要
性
を
強

調
し
た
。
定
期
便
に
つ
い
て
は
、

精
米
し
て
何
回
か
に
分
け
て
送
る

シ
ス
テ
ム
を
農
協
や
郵
便
局
と
連

携
し
て
進
め
た
い
。

観
光
客
80
万
人
が
訪
れ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ふ
る
さ
と
納

税
受
け
入
れ
額
が
県
内
44
位

と
低
迷
し
て
い
る
現
状
に
つ

い
て
、
返
礼
品
充
実
と
事
業
者

連
携
に
よ
る
改
善
を
求
め
た
。

人
口
減
少
で
時
代
に
そ
ぐ
わ
な

く
な
っ
た
雇
用
促
進
住
宅
計
画

地
に
つ
い
て
、
子
育
て
支
援
や

福
祉
拠
点
へ
の
転
換
を
提
案
。
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一
般
質
問

公共施設への防犯カメラの設置について

会津鉄道と協議し設置の方向で検討

質問

答弁

近
年
様
々
な
犯
罪
に
よ
り

命
を
奪
わ
れ
た
り
、
け
が

を
負
わ
さ
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が

増
加
。
そ
こ
で
防
犯
カ
メ
ラ
が
証

拠
と
な
り
捜
査
に
役
立
つ
と
と
も

に
、
犯
罪
防
止
の
抑
止
力
に
も
つ

な
が
る
。

　

観
光
の
町
と
し
て
、
公
共
施
設

や
観
光
施
設
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
は
必
要
と
考
え
る
。
現
在
町

の
公
共
施
設
、
観
光
施
設
へ
の
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況

に
つ
い
て
は

・
下
郷
中

　
２
台

・
江
川
小

　
３
台

・
旭
田
小

　
２
台

・
楢
原
小

　
２
台

・
町
並
み
展
示
館
屋
内

　
２
台

・
下
郷
町
物
産
館
屋
内

　
２
台

・
養
鱒
公
園
屋
外

　
２
台

・
道
の
駅
屋
内

　
６
台

　
　
　
　
野
外

　
２
台

設
置
し
て
い
る
。

平
成
28
年
６
月
、
議
員
と

し
て
初
め
て
一
般
質
問
で

取
り
上
げ
た
件
で
あ
る
。
そ
の
当

山名田 久美子　議員
kumiko  yamanada

答
弁 通

学
費
の
助
成
に
つ
い
て

条
例
を
変
え
る
考
え
は
な
い

町
で
は
今
年
度
か
ら
高
校

生
の
通
学
費
助
成
を
開
始

し
た
。
高
校
へ
通
う
生
徒
の
保
護

者
に
と
っ
て
は
、
喜
び
の
声
が
聞

か
れ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
会
津
若
松

市
の
公
立
・
私
立
の
中
学
校
に
通

う
児
童
が
何
人
か
い
る
。
中
学
校

は
義
務
教
育
で
あ
り
、
町
外
へ
通

う
と
い
う
こ
と
は
制
度
と
し
て
も

認
め
ら
れ
て
い
る
。
町
も
入
学
祝

い
金
を
支
給
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
大
き
な
心
を
も
っ
て
高
校
生

同
様
、
中
学
生
へ
の
助
成
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
町
長
の
考
え
を
伺

う
。

町
と
し
て
は
、
高
校
生
と

中
学
生
で
は
置
か
れ
て
い

る
環
境
が
根
本
的
に
異
な
る
と
い

う
認
識
で
あ
る
。
町
内
に
は
高
校

が
一
校
も
な
く
、
高
校
進
学
を
希

望
す
る
生
徒
は
町
外
へ
進
学
す
る

と
い
う
地
理
的
な
制
約
が
あ
る
。

中
学
生
は
町
内
に
学
び
の
場
が
あ

る
中
で
、
ご
家
庭
の
教
育
方
針
等

質
問

時
は
、
江
川
小
に
１
台
の
設
置
だ

け
で
あ
っ
た
。

　

10
年
前
に
な
ぜ
質
問
し
た
か
と

い
う
と
、
湯
野
上
温
泉
駅
に
併
設

さ
れ
て
い
る
足
湯
に
放
火
さ
れ
た

自
転
車
が
投
げ
込
ま
れ
た
事
件
が

発
生
、
隣
に
は
か
や
ぶ
き
屋
根
の

駅
舎
、
民
家
が
あ
る
な
ど
危
険
で

あ
る
。
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
設
置
は

あ
る
が
、
録
画
機
能
は
な
い
。

会
津
鉄
道
も
関
係
し
て
く
る
案
件

で
は
あ
る
が
、
相
談
し
な
が
ら
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

観
光
客
の
入
込
も
多
く
な

っ
て
来
て
い
る
の
で
、
会

津
鉄
道
と
協
議
し
な
が
ら
設
置
の

方
向
で
考
え
て
い
き
た
い
。

に
よ
り
町
外
の
学
校
を
選
択
さ
れ

て
い
る
。
高
校
生
の
通
学
事
情
と

は
性
質
が
異
な
る
も
の
と
捉
え
て

い
る
。
ま
た
、
条
例
に
基
づ
い
て

補
助
し
て
い
る
。
町
と
し
て
地
元

の
学
校
に
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う

の
が
本
音
で
あ
る
。

こ
の
条
例
を
変
え
る
気
持

ち
は
な
い
の
か
伺
う
。

今
の
と
こ
ろ
条
例
を
変
え

る
考
え
は
な
い
。
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一
般
質
問

人
口
問
題
は
全
国
的
に
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
下
郷
町
に
住
ん
で
い
た
だ
く

た
め
に
は
よ
り
特
徴
あ
る
奇
抜
な

施
策
が
必
要
で
あ
り
、
若
い
世

代
、
子
育
て
世
代
、
子
ど
も
の
人

口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
下
郷
中
学

校
の
生
徒
会
役
員
に
町
費
で
夏
休

み
や
冬
休
み
の
期
間
を
利
用
し
海

外
研
修
の
場
を
与
え
て
は
ど
う

か
。
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
世

界
を
学
ぶ
環
境
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
町
外
や
県
外
か
ら

注
目
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
り
下
郷

町
へ
の
移
住
に
繋
が
る
可
能
性
も

あ
る
と
考
え
提
案
す
る
が
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

現
在
の
下
郷
中
学
校
の
生

徒
は
、
外
国
語
指
導
助
手

の
指
導
や
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル

ズ
で
体
験
型
滞
在
研
修
を
毎
年
全

学
年
で
実
施
し
て
お
り
、
今
後
は

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
な
ど
も
含
め
た

様
々
な
手
法
を
用
い
て
よ
り
良
い

学
習
機
会
の
確
保
に
努
め
、
国
際

教
育
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
海
外
研
修
に
つ
い
て
は
世

界
情
勢
の
大
き
な
変
化
や
感
染

答弁

未来ある生徒への投資による人口対策

現場からの声を聞き、
� 色々と工夫してやっていく

質問

星　　邦一　議員
kuniichi  hoshi

答
弁大
松
川
地
区
の
ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

早
急
に
採
択
で
き
る
よ
う

�

支
援
を
進
め
て
い
く

大
松
川
地
区
の
ほ
場
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
３
月

の
一
般
質
問
で
今
年
は
必
ず
申
請

す
る
と
答
弁
さ
れ
、
地
区
住
民
の

士
気
が
下
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と

の
指
摘
に
は
、
町
長
自
ら
が
地
区

へ
出
向
き
話
し
合
い
を
さ
れ
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
が
、
間
違
い
な
く

申
請
は
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
。
ま

た
、
地
区
住
民
の
士
気
は
以
前
の

よ
う
に
取
り
戻
さ
れ
た
の
か
ど
う

か
伺
う
。
ま
た
、
大
松
川
で
は
、

ほ
場
整
備
を
見
越
し
て
町
の
指
導

支
援
の
も
と
で
農
業
法
人
を
設
立

し
て
お
り
、
ほ
場
整
備
事
業
申
請

の
際
の
営
農
計
画
に
も
重
要
な
位

置
付
け
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
の
農
業
法
人
に
関
わ
る

方
々
の
士
気
も
下
が
り
、
そ
の
取

り
組
み
も
年
々
減
少
し
て
い
る

が
、
ほ
場
整
備
が
完
成
す
れ
ば
こ

質
問

症
、
渡
航
費
用
等
、
特
に
安
全
確

保
の
面
で
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
ご
理
解

願
い
た
い
。

治
安
の
い
い
と
こ
ろ
で
本

場
の
外
国
を
見
せ
る
こ
と

は
と
て
も
反
響
が
あ
る
と
思
わ

れ
、
町
外
の
中
学
校
へ
行
か
ず
下

郷
で
一
生
懸
命
勉
強
し
て
生
徒
会

役
員
に
な
り
、
研
修
に
い
っ
て
み

よ
う
か
と
考
え
る
か
と
思
う
。
そ

う
い
う
意
味
で
提
案
し
た
。
今
は

若
い
世
代
は
会
津
若
松
と
か
白

河
、
西
郷
に
行
っ
た
方
が
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
話
を
聞
く
の

で
、
本
気
で
考
え
て
み
て
は
ど
う

か
。

義
務
教
育
の
中
で
の
海
外

研
修
は
ど
う
な
の
か
と
考

え
る
。

出
生
率
が
過
去
最
低
に
な

っ
て
お
り
、
未
来
あ
る
子

ど
も
た
ち
に
投
資
を
し
奇
抜
な
施

策
を
や
っ
て
い
か
な
い
と
、
若
い

人
は
下
郷
町
に
残
ら
な
い
と
思
わ

れ
る
。
海
外
研
修
が
難
し
い
の
で

あ
れ
ば
有
名
な
大
学
な
ど
の
講
義

を
見
せ
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
学

ば
せ
る
機
会
を
与
え
た
方
が
よ
い

の
農
業
法
人
は
必
須
で
あ
り
町
が

し
っ
か
り
育
て
て
い
く
必
要
が
あ

る
が
、
町
は
こ
の
農
業
法
人
の
状

況
を
ど
こ
ま
で
把
握
し
、
こ
れ
ま

で
ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
っ
て
き

て
い
る
の
か
伺
う
。

ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
今
年
６
月
６
日
に
申

請
を
出
す
べ
く
手
続
き
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り

農
政
局
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
る

た
め
、
採
択
に
向
け
て
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
農
業
法
人
に
つ
い
て
は
、
農
林

事
務
所
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
協

力
を
得
な
が
ら
課
題
解
決
及
び
運

営
に
か
か
る
情
報
提
供
を
行
い
、

安
定
し
た
事
業
を
継
続
で
き
る
よ

う
支
援
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

色
々
工
夫
し
て
考
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う

の
で
、
教
育
課
程
の
中
に
入
り
込

ま
れ
る
よ
う
に
現
場
の
方
に
声
を

か
け
て
み
た
い
と
思
う
。
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議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

第77回 南会津地方議会議員大会

　令和８年７月３日（金）南会津地方の町村議会議員が一堂に

会し、郡内議員大会が国会議員県議会議長ほか多数の来賓が

出席され、只見町の「季の郷 湯ら里」で開催されました。

　大会では、各町村が抱える課題に対する要望が提案され、

すべての要望が可決となり、可決された要望は、今後郡の議

長会を通じて県や国などの関係機関へ提出されます。

○高規格道路「会津縦貫南道路」の整備促進について
　「会津縦貫南道路」は地域整備の骨格として重要な路線

であり、国道121号の自然災害リスクや観光地大内宿の渋

滞問題、救急医療施設へのアクセス改善が課題であり、１

年を通じた交通の利便性、安全性の確保が重要な課題とな

っている。

○第三セクター会津鉄道・野岩鉄道並びに生活バス路線への支援措置について
　会津鉄道・野岩鉄道等の第三セクター鉄道と生活バス路線は、地域の基幹的公共交通機関とし

て住民の生活に不可欠である。しかし少子化・人口減に伴い、輸送人員の増が難しく、多額の累

積赤字を抱え、経営が極めて厳しい状況にあるため、県とともに会津17市町村が一丸となって経

営安定化のため支援を行っている。

　また、路線バスについては高齢者・児童生徒・障がい者など自ら交通手段を持たない交通弱者

にとって欠かすことのできない地域交通ネットワークであり、厳しい財政事情の中で、町が業者

に委託することで、その運行を維持しているところである。

　地域住民の生活にとって必要不可欠な公共交通機関の確保のため、国、県による継続した支援

措置が必要であり、次の事項について強く要望いたします。

１．国直轄権限代行で整備中の第４工区の湯野上バイパス８.３kmについて早期完成を。

２．第５工区下郷田島バイパス11.1kmについて更なる事業促進を図ること。

１．第三セクター鉄道の厳しい経営状況に鑑み、県においては、現在の支援制度を堅持する

こと。また国においては、経営安定化のため新たな支援制度を創設するとともに、第三

セクター鉄道に対し、地方公共団体が助成や出資を行った場合は、地方交付税措置の優

遇策を講じること。

２．第三セクター鉄道の大規模災害等にかかる国の財政支援措置を拡充すること。

３．第三セクター鉄道の安全輸送を確保するための設備や老朽化施設の更新にあたり、国の

財政支援措置を拡充すること。

４．生活バス路線について、地方自治体が地域住民の生活に必要な公共交通手段を維持でき

るよう、国において十分な財源措置を講じること。

下郷町議会提出 提案理由説明者

大竹 浩治 議員

７
３金
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1 一般国道２８９号「八十里越」区間の開通に向けた周辺道路の整備促進と一般国道２５２号新橋梁早

期整備について

2 へき地診療所の常勤医師の確保について

３ 鳥獣被害対策に係る支援について

４ 一般国道３５２号（穴原〜耻風間）の改良促進について

５ 「栃木西部・会津南道路」と「会津縦貫南道路」の一体的な整備促進について

６ 中山間地域における医療の充実と県立南会津病院の常勤医師確保について

７ 裏燧林道並びに燧ケ岳登山道の整備の充実について

８ 一般国道４０１号の改良整備事業の促進について

９ 高規格道路「会津縦貫南道路」の整備促進について

10 第三セクター会津鉄道・野岩鉄道並びに生活バス路線への支援措置について

令和8年度 県道高陦田島線 改良促進期成同盟会総会

　7月21日(火)南会津町役場にて県道高陦田島線改良促進期成同盟会総会開催。

　役員改選があり、今年度から星 學町長が会長に選任され、落合地区内2ヶ所

　現地調査実施　①県道高陦田島線拡幅工事（落合地区内)

　　　　　　　　②下郷田島バイパス落合IC付近の工事状況

　南会津建設事務所から工事状況の説明を受けました。

　今後は早期完成に向け、南会津建設事務所、県、県土木への要望活動を実施します。

会場：南会津町役場 現地調査：②下郷田島バイパス落合IC付近

７
21火

要望箇所
位置図
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表現力
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研修の３大ポイント

企画（Plan）と編集（Do）のフロー

研修を受けて─これからの取り組み

①広報マインド

①読者ファーストの紙面へ

議会報の品質向上

③著作権の遵守

③著作権ルールをマニュアル化

②読みやすい紙面

②編集会議でPDCAを回す

・「誰に・何を・どう伝えて

どうなってもらうか」を常

に意識して設計する

・読者の関心・知識レベルに

合わせた伝え方が大切

○広報マインド

・誰に、何を、どのように伝えてどうなってもらい

たいのか

・説明責任を果たす

　①議会の制度・仕組みを知ってもらう

　②議会の活動を理解・納得してもらう

○誰に

・関心を知識（ABCに区分）

○何を、どのように伝えて

・議会報のテーマ

・要素、構成、表現

○どうなってもらいたいのか

・グ ル ー プ A：議会活動に認知・関心をもって

もらう

・グ ル ー プ B：議会活動を理解・納得してもらう、

ポジティブ評価

・グループABC：傍聴、議会報告会に参加、議会に

声を届けてもらう

○何を、どのように伝えるのか

・目的を実現するため

・どんな要素、どのように構成し、どう表現する

か

○いかに効率的に作成するか

・「練り上げる」は理想であるが…／限られた時

間、リソース

・フォーマットをつくる／フォーマットに合わせ

る

・レイアウト、フォント種類・サイズ、行間、装

飾など

・見出しは18文字以内

・余白と行間を十分に確保

　写真・グラフを大きく使う

・他自治体の入賞議会報を参

考に紙面を改善する

「読まれ、伝わり、行動を促す」議会報を目指して
広報委員会一同、町民の声に耳を傾けながら、より良い紙

面づくりに邁進します。

▍企画（Plan） ▍編集（Do）

・住民の写真・発言には著作

権・利用許諾を書面で取得

する

・同一性保持権にも配慮する

・著作者の意図を尊重した適

切な利用が信頼を生む

・住民写真・発言の利用許諾を書

面で取得するフローを整備

　同一性保持権への配慮も徹底

・余白・大きな見出し・写真で詰め

込みを避ける

・視認性・可読性・判読性を高める

・18文字以内の見出しで読者の目

を引きつける

・毎号「誰に・どうなってもらう

か」を全委員で共有して企画

・発行後に評価→改善を繰り返す

・先進事例を積極的に研究し自町

の紙面改善に活かす

福島県町村議会広報研修会
─ 広報マインドと伝わる議会報づくり　会場：ビッグパレットふくしま

７
１水
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　青少年は、地域社会においてかけがえの

ない、次代の豊かな社会を築く一員です。

将来に夢や目標を抱き、のびのびと健やか

に成長することは地域全体の願いです。

　「地域の子どもは地域で育てる」の理念の

もと、家庭・学校・地域が連携し、青少年

が日頃考えていることや願いを発表する場

として本会を開催します。あわせて標語・

ポスターコンクール入賞作品を展示・表彰

し、健全育成の機運を高めます。

【主催】下郷町青少年育成町民会議　　【共催】下郷町・下郷町教育委員会
【後援】小中学校長会・PTA連絡協議会・老人クラブ連合会

第42回青少年の主張発表 ─ 青少年健全育成作品コンクール表彰式

日時：令和8年7月10日(金) 午後1時30分〜　会場：下郷ふれあいセンター ホール
7
10金

プログラム

主張発表者

１．開会の言葉

２．主催者あいさつ	 湯田　嘉朗 会長

３．祝辞	 星　　　學 町長

	 湯田　健二 議長

４．来賓紹介

小学生の部
星　　潤那　江川小 5年 ポイ捨てを減らしたい

渡部　創志　楢原小 5年 ぼくが自分のために学校へ行く理由

児山　奏心　旭田小 5年 家族との大切な時間

山田　真心　江川小 6年 平和な世界にするために

池田　來愛　楢原小 6年 「こわい」の先にある命のつながり

玉川　麻絢　旭田小 6年 たった五文字の魔法の言葉

中学生の部
佐藤　暖人　下郷中 1年 クマ問題は天災によるものなのか

佐藤　奏恵　下郷中 2年 食品ロスについて私が思うこと

渡部明優花　下郷中 3年 地域を元気にするために

５．主張発表	 小学生６名・中学生３名

６．表彰	 コンクール入賞者・発表者

７．講評	 旭田小学校　有馬　光一 校長

８．閉会の言葉

13



議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

　町内４小中学校統廃合（義務教育学校）までの計画案では、

令和８年度６月　校舎設計委託

　　　　　７月　統廃合部会の発足

　　　　　９月　統廃合部会会議　　の予定でした。

　しかし、設計委託前に下郷中学校の耐力度調査が必要となり、今６月会議に補正予算が提出され

可決されました。（P4・P5議案審議参照）

　耐力度調査は入札後３ヶ月以内に完了し、実施設計に移ることになります。

　その後学校の在り方検討委員会が開催される予定となりました。

　令和10年度閉校式・令和11年度開校式が予定通りには進まない状況になっています。

学校のあり方検討委員会７
15水

広域道路の効果説明　南会津でまちづくり・地域づくり講演会
会場：御蔵入交流館

７
14火

　７月14日 南会津町 御蔵入交流館で南会津地方町村会の主催で道路整備を通した、まちづくりや

地域づくりを考えると題し、矢澤敏幸県土木部長が現在整備中の会津縦貫南道路や国道289号八十

里越区間の現状を説明、広域道路が観光面などに利点があることや、自然災害に対するための重要

性、橋りようの老朽化などの課題について講演した。

　南会津郡内から町村長、各議会議員、行政職員、建設業従事者、一般の方など約330名が参加した。

14
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岩手県大槌町林野火災緊急消防援助隊活動状況について
１　発生日時等　（１）発生日時　調査中

　　　　　　　　　（２）覚知日時　【小槌地区】令和 8年 4月22日（水）　13時53分

　　　　　　　　　　　　　　　　【吉里吉里地区】令和 8年 4月22日（水）　16時28分

　　　　　　　　　（３）鎮圧日時　【小鎚、吉里吉里】令和 8年 5月 2日（土）　13時00分

２　出 火 場 所　【小槌地区】岩手県上閉伊郡大槌町小槌

　　　　　　　　　【吉里吉里地区】岩手県上閉伊郡吉里吉里

３　被 害 状 況　（令和 8年 5月 3日現在）

　　　　　　　　　（１）林　野　【小鎚地区】約446ヘクタール（令和 8年 5月 3日時点現在精査中）

　　　　　　　　　　　　　　　【吉里吉里地区】約1,187ヘクタール（令和 8年 5月 3日時点現在精査中）

　　　　　　　　　（２）人　的　軽傷 2名

　　　　　　　　　（３）建物等　【小鎚地区】7棟（住家 1棟、非住家 6棟）　【吉里吉里地区】1棟（非住家）

４　出 火 原 因　調査中

５　避難指示状況　1,558世帯　3,257名（令和 8年 4月30日全地区避難指示解除）

６　出場状況等　（１）福島県大隊派遣期間

　　　　　　　　　第１次隊：令和 8年 4月24日（金）～同年 4月27日（月）

　　　　　　　　　第２次隊：令和 8年 4月27日（月）～同年 4月30日（木）

　　　　　　　　　第３次隊：令和 8年 4月30日（木）～同年 5月 2日（土）

福島県大隊 第 1次隊 第 2次隊 第 3次隊 合　　計
出場隊数 36隊 34隊 34隊 104隊
出場人員 123名 115名 115名 353名

南会津消防本部 第 1次隊 第 2次隊 第 3次隊 合　　計

出場隊数 3 隊 3 隊 3 隊 9隊
出場人員 8名 7名 7名 22名

＊出場隊：南会津消火隊（下郷タンク車）後方支援隊（資機材搬送車）

　　　　　　　　　　特殊装備小隊（小型救助車、下郷広報車）

　　　　　　　　　（２）福島県大隊宿営地　岩手県気仙郡住田町「住田町生涯スポーツセンター」

７　活動状況等 月　日 現地の状況等 第１次隊 第２次隊 第３次隊
4月24日 14時43分　出場
4月25日
4 月26日
4 月27日 小雨 19時24分　帰署 5時00分　出発
4月28日 雨
4月29日
4 月30日 1 時05分　帰署 10時00分　出発
5月 1日 午後から大雨
5月 2日 13時00分　鎮圧報 23時30分　帰署

現場付近案内図

宿営地（住田町）

宿営地（住田町）から福島県大隊担当の大

槌町吉里吉里地区までは、約51㎞（約1時間）

小鎚地区

吉里吉里地区

南会津地方広域市町村圏組合消防本部
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議 会 広 報
常任委員会

委 員 長
山名田　久美子

副委員長
大　竹　浩　治

委　　員
星　　　和　志
渡　部　　　哲

次回９月会議は９月第２週目の予定です。※日程が変更になる場合がありますので議会事務局へお問い合わせ下さい。

　大川ふるさと公園パークゴルフ場において、青少年健全育成世代間交流事業・パークゴルフ大会

が開催され、小学生から92歳の高齢者まで46名が参加し、世代を越えて交流しました。

「第35回世代間交流事業 パークゴルフ大会」　6月13日(土)


